
我 が 社 技 Pの 術 R

1
は
じ
め
に

本
モ
バ
イ
ル
端
末
等
を
活
用
し
た
三
次
元
測
量
ア
プ

リ
「O

PT
iM
Geo
Scan

」（
以
下
、ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
）
は
、

「
A
I
・
Io
T
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
推

進
」
と
し
て
、
弊
社
が
二
〇
一
九
年
九
月
に
株
式
会
社
オ

プ
テ
ィ
ム
と
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
二
〇
年
「
建
設

現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
す
る
た
め
の
革
新
的

技
術
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
国
土

交
通
省
）
で
現
場
試
行
を
応
募
し
て
評
価
を
頂
き
、
完
成

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
は
、
モ
バ
イ
ル
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
等
の
シ
ン
プ
ル
な
機
材
で
、
三
次
元

点
群
デ
ー
タ
を
取
得
・
可
視
化
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
I
C
T
技
術
の
活
用
が
難
し
か
っ
た
中
小
規
模
の
建

設
現
場
で
の
省
人
化
、
省
力
化
、
I
C
T
施
工
へ
の
普
及

が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
四
年
か
ら
建
設
業
界

に
も
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
い
わ
ゆ
る

「
働
き
方
改
革
」）
対
応
や
、
人
手
不
足
・
技
術
者
不
足
と

い
っ
た
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
と

し
た
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

2
開
発
の
経
緯
と
課
題

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
国
土
交
通

省
が
推
進
す
るi-Construction

に
よ
り
、
U
A
V
を

利
用
し
た
空
中
写
真
測
量
や
T
L
S
（
地
上
型
レ
ー
ザ
ー

ス
キ
ャ
ナ
ー
）
に
よ
る
測
量
な
ど
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
利

活
用
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
従
来
の
三

次
元
測
量
の
ほ
と
ん
ど
は
高
額
な
費
用
が
掛
か
る
た
め
、

土
工
量
が
一
万
㎥
を
超
え
る
比
較
的
大
規
模
な
工
事
現

場
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
中
小
規
模
の
現
場
で
は
取
り
組

み
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
中
小
規
模
工
事
の
効
率
化
・
省
力
化
に

視
点
を
お
き
、
手
軽
で
安
価
に
三
次
元
デ
ー
タ
が
取
得
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
I
C
T
技
術
の
活
用
・
普
及
を
目

標
に
ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
の
開
発
を
進
め
た
。

開
発
に
際
し
て
は
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

で
大
き
か
っ
た
三
つ
の
課
題
を
以
下
に
記
載
す
る
。
一
つ

目
は
、
I
T
技
術
者
（
ソ
フ
ト
・
シ
ス
テ
ム
開
発
担
当
）

と
弊
社
（
建
設
業
界
）
の
「
専
門
用
語
」「
測
量
方
法
」「
測

量
精
度
」
等
の
〈
言
葉
の
壁
〉
で
あ
る
。
こ
の
対
処
と
し

て
、
弊
社
か
ら
土
木
技
術
者
を
派
遣
・
常
駐
さ
せ
、「
測

量
技
術
」
に
関
す
る
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
二
つ
目
は
、

一
般
的
な
三
次
元
測
量
で
あ
る
U
A
V
や
T
L
S
測
量
よ

り
、〈
安
価
で
時
代
に
あ
っ
た
機
器
〉
の
選
定
で
あ
る
。

U
A
V
は
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
市
街
地
や
飛
行
場

近
辺
な
ど
不
向
き
な
現
場
が
多
い
。
加
え
て
U
A
V
や

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
測
量
は
、
経
験
と
技
術
が
求
め
ら

れ
、高
額
で
あ
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
そ
こ
に
着
目
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
L
i
D
A
R
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
測
量
機
器
と
し
て
利
用
す
る
方
針
を

立
て
た
。
三
つ
目
は
、〈
精
度
〉
で
あ
る
。
L
i
D
A
R

セ
ン
サ
ー
搭
載
の
モ
バ
イ
ル
端
末
を
用
い
た
計
測
技
術
は

新
し
い
測
量
手
法
で
あ
り
、
公
共
事
業
で
使
用
す
る
に
は

モバイル端末等を活用した
三次元測量アプリ「OPTiM Geo Scan」
の開発
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精
度
及
び
計
測
方
法
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

開
発
す
る
ア
プ
リ
は
I
C
T
土
工
を
主
体
と
し
た
公
共
工

事
で
の
活
用
を
念
頭
に
お
き
、
測
量
精
度
は
、
国
土
交
通

省
の
空
中
写
真
測
量
（
U
A
V
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理

要
領
を
参
考
に
鉛
直
・
平
面
方
向
±
五
〇
㎜
以
内
の
精

度
を
目
標
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
の
精
度

は
G
N
S
S
か
ら
得
ら
れ
る
位
置
情
報
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
大
き
な
誤
差
が
予
想
さ
れ
る
現
場
や
屋
内
に
お
い
て

は
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
測
量
に
よ
っ
て
設
け

た
既
知
点
を
使
用
す
る
方
針
を
追
考
し
た
。
ま
た
、

L
i
D
A
R
測
量
で
は
動
き
な
が
ら
簡
便
に
測
量
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
の
反
面
、I
M
U
（
慣
性
計
測
装
置
）

や
可
視
光
カ
メ
ラ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
、
同
一
場
所
で

も
精
度
に
誤
差
が
生
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の

対
策
と
し
て
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
設
置
間
隔
等
の
計
測
手
順

や
条
件
を
明
文
化
し
た
。

右
記
三
つ
の
課
題
解
決
に
よ
り
、
前
述
の
「
革
新
的
技

術
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
「
一
定

の
成
果
が
あ
り
、
技
術
の
社
会
実
装
に
向
け
今
後
の
技
術

開
発
が
期
待
さ
れ
る
」
と
の
評
価
を
得
、
二
〇
二
三
年
八

月
現
在
、
国
土
交
通
省
「
三
次
元
計
測
技
術
を
用
い
た
出

来
形
管
理
要
領
（
案
）」
に
、
モ
バ
イ
ル
端
末
を
用
い
た

三
次
元
計
測
技
術
の
計
測
手
順
と
実
施
事
項
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。

3
ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
を
用
い
た

三
次
元
測
量
の
内
容

ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
の
シ
ス
テ
ム
構
成
を
図
1
、
測
量
イ

メ
ー
ジ
を
図
2
に
示
す
。

ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
測
量
に
必
要
な
機
材
は
、

図
3
に
示
す「
L
i
D
A
R
セ
ン
サ
ー
に
対
応
し
た
モ
バ図 1　ジオスキャンのシステム構成

図 3　ジオスキャンに必要な機材 図 2　ジオスキャンによる測量イメージ
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イ
ル
端
末
」と「
位
置
情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
G
N
S
S

レ
シ
ー
バ
ー
一
基
」（
二
〇
二
三
年
八
月
現
在
で
は
、
既
知

点
座
標
を
使
用
し
ト
ン
ネ
ル
や
屋
内
な
ど
の
衛
星
電
波
の

届
か
な
い
場
所
で
も
測
量
可
能
）の
二
種
類
で
あ
る
。
写

真
1
に
ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
取
得

の
た
め
の
撮
影
状
況
を
示
す
。
測
量
方
法
は
非
常
に
簡
単

で
、
モ
バ
イ
ル
端
末
を
持
っ
た
作
業
者
一
名
が
、
①
測
量

し
た
い
領
域
を
撮
影（
写
真
2
）⇩
②
位
置
情
報
を
取
得
す

る
た
め
に
G
N
S
S
レ
シ
ー
バ
ー
を
設
置
⇩
③
モ
バ
イ
ル

端
末
画
面
上
の
レ
シ
ー
バ
ー
を
タ
ッ
プ（
位
置
情
報
と
三

次
元
デ
ー
タ
を
紐
づ
け
）で
あ
り
①
の
撮
影
を
繰
り
返
す

だ
け
で
あ
る
。
ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
測
量
の
特
徴
は
、
基
準
点

測
量
な
ど
の
事
前
準
備
が
不
要
な
う
え
に
、
測
量
経
験
の

な
い
作
業
者
で
も
一
人
だ
け
で
上
記
作
業
を
繰
り
返
し
、

短
時
間
で
高
精
度
な
測
量
が
可
能
で
あ
る
。

作
業
者
が
現
場
で
取
得
し
た
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
（
写

真
3
）
は
、
す
ぐ
に
ク
ラ
ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現
場
か
ら
離
れ
た
事
務
所
や
会
社

な
ど
、
室
内
の
P
C
で
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
確
認
で
き
る
。
現
場
作
業
と
遠
隔
地
に
あ
る
事
務

所
作
業
の
分
業
と
連
携
に
よ
り
、
働
き
方
改
革
に
も
効
果

的
で
あ
る
。

ま
た
、
取
得
し
た
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
は
国
土
地
理
院

発
行
A
P
I
の
活
用
に
よ
り
平
面
直
角
座
標
系
に
て
出
力

さ
れ
る
が
、
現
場
座
標
系
と
G
N
S
S
座
標
系
の
間
に
ズ

レ
が
あ
る
場
合
で
も
、
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

に
よ
り
現
場
座
標
へ
の
変
換
が
可
能
で
あ
る
。

4
お
わ
り
に

ジ
オ
ス
キ
ャ
ン
は
「
三
次
元
計
測
技
術
を
用
い
た
出
来

形
管
理
要
領
（
案
）」
に
準
拠
し
て
お
り
、
起
工
測
量
だ

け
で
な
く
、
中
間
（
施
工
途
中
）
や
最
終
の
出
来
形
測
量

な
ど
I
C
T
施
工
の
様
々
な
工
程
で
使
用
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
開
発
時
の
目
標
で
あ
っ
た
中
小
規
模
現
場
に
お

け
る
I
C
T
技
術
活
用
が
推
進
さ
れ
、
建
設
業
界
の
大
部

分
を
占
め
る
中
小
企
業
の
「
働
き
方
改
革
」
や
「
生
産
性

の
向
上
」
に
期
待
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
国
土
交
通
省
が
推
進
し

て
い
く
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
D
X
に

お
い
て
三
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
環

境
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

三
次
元
計
測
技
術
は
今
後
さ
ら
な

る
広
が
り
を
見
せ
る
と
想
定
さ
れ

る
。今

回
紹
介
し
た
本
技
術
が
災
害

査
定
や
イ
ン
フ
ラ
の
現
況
把
握
等
、

土
木
工
事
以
外
の
幅
広
い
分
野
で

活
用
さ
れ
、
生
産
性
向
上
、
ひ
い

て
は
人
出
不
足
解
消
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真 1　対象物撮影状況

写真 2　撮影状況（撮影領域）

写真 3　取得した 3次元点群データ
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